
●教会学校(礼拝)のご案内● 
※コロナ禍ではありますが、衛生管理を十分に行いな

がら日曜日に子どもたちと礼拝を持っています。 
 

◆９時～ 毎週日曜 9:00～9:45 
 

【中高科礼拝】 １階 CS 講堂 
中学生以上を対象に 30 分ほどの 

礼拝と、その後に 15 分位の歓談 

の時間があります。 
 

◆10 時～ 毎週日曜 10:00～11:00 すぎ 
（特別な礼拝の時は 11:30 頃まで） 

【子ども礼拝】 ３階小礼拝堂 
就学前の幼児や小学生を対象に、10:00 から 20

分位の礼拝（神様のお話を聞いたり、讃美歌を歌う）

をした後、工作等の楽しむ活動をします。 

子どもを連れての保護者の皆様は主日礼拝にご出

席可能です。 

【乳児科】 １階 CS 講堂  

10 時からの主日礼拝をモニター中継しています。 

遊びのスペースもありますので、お子様とご家族で、 

ご自由にお過ごし下さい。 
 
＊聖書は、新共同訳聖書を使っています。 

  讃美歌は、子ども礼拝Ⅰでは『讃美歌 21』を、子ども礼

拝Ⅱでは『こどもさんびか改訂版』を使っています。 

  教会備え付けのものを、どうぞご利用下さい。 

＊教会学校の礼拝では献金をささげます。献金袋を配布し

席上で当番が集めますので、ご用意のない方は袋のまま

お返し下さい。 

  礼拝献金は、主に教会の維持と伝道費用の他、外部の

社会福祉活動等への献金にあてられます。 

●教会学校行事のご案内● 
 クリスマス・イースター・ペンテコステなど、教会の暦には

様々なお祝いの日があります。 

 進級祝いや母の日、キャンプや収穫感謝日など、季

節折々の行事、卓球大会などの楽しい行事もあります。 

 そのような時にはおとなとの合同礼拝や、年齢をこえて

教会学校全体で集まります。 

※新型コロナ感染症の 

  影響で変更・中止さ 

  れることがあります 

【おもな行事】 

春 イースター 

 春の遠足 

 母の日 

 卓球大会 

  ペンテコステ 

 中高生の食事会 

夏 子どもの日・花の日礼拝（子どもとおとなの礼拝） 

 ファミリーなかよしキャンプ 

秋 塚口教会バザー（隔年） 

 収穫感謝日合同礼拝（子どもとおとなの礼拝） 

冬 アドベント 

 クリスマス礼拝 

 教会学校クリスマス 

 

 

 

 

●CS だより（きょうかいがっこうだより）● 
 お子さんやご家庭、教会の人たちへのお知らせのため

に、「CS だより」を発行しています。 

 日頃の教会学校の様子や礼拝・集会のご案内など、

教会学校担当者が季節ごとに記事を書いてお配りして

います。どうぞ、ご家族の皆様とご一緒にご覧下さい。 
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●絵本のかしだし● 

 図書の貸出もしています。１階 CS

講堂にある本棚には聖書物語やクリ

スマスやイースターの本、紙芝居など

もあります。絵本や物語を、ぜひご活

用下さい。 

・蔵書数●冊 

・お一人３冊、２週間の貸出をしています。 

・日曜日や諸行事の時などに、どうぞご覧下さい。 

 

●あいあいひろば● 
毎月２回(第１・３金曜午前)、ご家族ご一緒に過ご

す場所としてご利用いただけるように１階 CS 講堂で開

催します。絵本や物語による「おはなし会」や、リトミック

（歌や手遊び）、工作など、楽しい活動もあります。 

 ※現在 休会しています 

 

 

  



 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

阪急塚口駅からの地図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

 住所 〒661-0012 
  尼崎市南塚口町２丁目３４－３ 
 TEL ０６－６４２９－３０１９  
 FAX ０６－６４２９－８９９２ 
 MAIL  tsukaguchi-ch@nifty.com 
 https://www.tsukaguchi-church.org/ 
 

牧 師 村岡 博史 
伝 道 師 赤松 真希 

 
お問い合わせやお気付きのことがありましたら、お気軽に
ご連絡下さい。 
当教会はエホバの証人（ものみの塔）、統一協会、モル

モン教とは一切関係ありません。お困りの方はご相談下さい。 

  ＜2021/06＞ 

 

 今日の日本の社会において、物は豊かになったが

かえって人の心は飢えていると言われます。人と人

との絆やつながりも希薄になり、希望が失われ不安

が広がっています。このような現実の中で、私たち

の塚口教会は小さな集まりですが、それだけに一人

ひとりを大切にし、絆を深め、すべての人を愛して

くださった神さまを信じて、人と人とが互いに愛し

合うことができるように祈りつつ、歩んでいます。 

 私たち一人ひとりの人間は、だれもがかけがえが

なく個性的・独自的な存在です。その人にしかない

果たせない使命が与えられています。そのような存

在として見つめてくださる神さまの愛の中で、一人

ひとりの人生が輝くものとなるように願っていま

す。人生は苦しみに満ちています。しかしこれを乗

り越える主体的な人間となり、また人々と共に生き

る連帯的な人間となって、幸いな人生を送ることが

できるよう、子どももおとなも共に永遠の命なる神

さまの教えを学んでいます。私たちの人生は一度限

りの尊い人生です。だからこそこの恵みに、すべて

の人があずかっていただきたいと願っています。 


